
モモハモグリガの越冬状況（１２月） 

 

越冬成虫が平年より多い状況です。春季の薬剤防除を実施しましょう。 

 

（１）モモハモグリガ 

県北地方の越冬調査は、農業総合センター果樹研究所、病害虫防除所の両調査において、

いずれも平年よりも多くの地点で越冬成虫が確認されました。また、越冬成虫数が多い地点

もみられました（図１、２）。秋期にモモハモグリガによる被害が多かったほ場では、春季

の防除を徹底しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図１ モモハモグリガ越冬成虫の発生状況（病害虫防除所、９地点調査） 

      ※１地点当たり、６㎡の木造壁面を調査し、１㎡当たりの密度を算出した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ モモハモグリガ越冬成虫の発生状況（農業総合センター果樹研究所、13地点調査） 

      ※調査地点の木造壁面の全面積を調査、１㎡当たりの密度を算出した。 
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